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といふ勲 に關 しては(c)の 考へ のみでは この結果 は説 明 し難いの せれ ば,そ の生活機能 の減 退 と何 等か相關關係が存在す るや うに

である◎散:に各年輪 の部 分は後天的 に樹木 の生長途上 で分子,ミ 思 はれ る。 、

セル の崩壊,或 は外部組織 の減少行はれ,特 に樹木 の幼年 期に生

じた部分で はこの現象が急激に起つてゐ る と考へ られ る。 この第 絡 りに 臨み;本研究 の途行 に當 り終 姪御懇篤な る御指導 を賜 つた

c期 の現象 ほ高齢 の樹木 の中央 が屡 々室洞化 して ゐ る鮎 を考へ併 呉蕨 吉先生 に厚 く御禮 申 し上げ る。

(臺灣總督府工業研究所有機化學工業部)(昭和16年6月3日受理)

(昭和16年4月第44年會講演)

(246)バガスより酒精製造に關する研究(第1報)

鹽酸によるバガス中のペントザン除去に就て

市 川 信 敏 ・ 山 下 武 夫 ・ 葉 炳 賢 ・ 加 野 元 彦

緒 言

織維素又 ほ木材 を原料 としてこれが糖化に よる糖類,或 は更に進

んで酒精 を製造せん とす る研究は,既 に多敷の人 々の研究封象 とな

り,且 又その研究 も既に遠 く19世 紀 に端 を獲せ るも,糖 牧量砂 き

或は使用器材 の耐藥 液 性 の脆 弱等 の爲 め充分 なる畿蓮 を見 るに至

らざ りしも,競 近從來の糖牧量 の低 き原因に封す る基礎的研究 の進

展並に各種 耐 藥 液 器材 の潤現に よ り急速 に霞展せんとす る機 蓮に

あ り。".,

著者等 は盛激 於 ける製 糖 副 産 物 網 ・ぐガスが未だ嘗て上述 の・

如 き目的 を以て研究せ ら塵 たることゴなきによ り・これ を用 ひて酒精

を製造せん と志 したるが,そ の 目的達成 あ途上に得 らるべ き各 種の

副産物 をも夫々それ等に適 した る用途 に充て しめんが爲 め乳饒&ζ獅

逸に爽達 を見 たるペルギウ:ス(:Be㎎ia8)法 或 は シ鍵ラM(Sc夏011er)

法が 原料よ り直:に纏化生成物 を得 るが如 き方法 を避 け,;先づバガス

の有 する繊 維素 に封 して可及 的 損 傷 を與へず してペ ントザ ンを除

去 し,・次 の段 階に於てその繊維素の糖牝 を行は しむる方法 を探 らん

と獄 した り。しか してペ ン}ザ ンを除去す べ き方塗 の中主な るもの

を揚 ぐれ ば

て1)常 歴 にて稀薄 なる酸 に依 て加水分解 を行ふ。

(皿)加 座下に微弱 なる酸性に於 て蒸煮す。

(皿)加 塵套下に於 て水 にて蒸煮す。

等 に して,ζ れ等の方法 の優 劣 を比鮫せんには種 々の箕験的結果 を

綜合 し最:i絡的に剣 断す るの要 あ り。即ち(1)に 一よ事ば(II),(III)

に比 し藥液の使用量大な ること,又 使用器材が強度 の耐酸性 を有す

べ き等 の不利 を免れぎ るも一方(11)又 は(III)の 揚合には器材が

耐厘性 なdべ きこと,及び(1)に 比 して高濫度 を要 するが散 に燃料

費等に於 て(1)に 一歩 を譲 らざ る可 か らざ る等 あ貼あ り。帥 ち何れ

の手段 に よりてぺ ぞトザ ンの除去 を行 ふ可 ぎや は實験結果 の整備

に侯つの外 な しo

室 報 に於 ては上記3種 の方法 を夫々詳細 に試験襯 したる結果
の中(1)に 就 て得 られ たる結果 の概要 を記述す べ く,(T:),(III)の

方法 によ りて得 られた る結果は各々稿 を更めて報告せ んどす◇

しか して稀 薄な る酸 と しては硫 酸及 び賭酸 の二つに就 て考慮 し

得 らるヒも,箸 者等 は壷澱 に於 ける硫酸 の 自給 自足が 圓滑に行 はれ

難 き黙,並 に蚕湾が種々工業的要素の關係上海ホ溶存物の電解 工業

の襲達 を確信す るものな るが故,酸 と して塵酸 を採 用 し本研究 を進

めた りo

これ本 報所載の方法 を便宜上 膣 酸法」となせ る所以な り。

しか して以上の 目的 を遙:せんが爲 めの最 適 條 件 を求むべ く次の

順序に從 ひ賃験室的研究 を行 ひた り`ポ

1.鯉 酸濃度 の選定 、

II.反 慮温度の決定(盤 酸濃度一定 とt.て)ぴ な

III.簸 酸 と試料 との割合(鯉 酸濃度及び温度一定 として)

mI.虚 理時聞敷 の決定 撫酸濃度,温度,試 料 割Aを 一一定 として)

貸 験 の 部

實験 に供 した るバヴスはその成分簗1表 の如 し。

第1衷

水 分0.95%次 分1.92%

熱水可溶分 ぴ13。50"全 繊 維 棄52.88〃

1%苛 性 ソーダ可溶分35,55リ グrン17ρ1グ

雛 踊 鹸 働4.59ペ ントザン 鯉8グ

但し試料バガスは主としてPOJ2725品 種の匪搾殻にして昭和

】2年豪濁製糖株式會4:墓北製糖所より入手せるものなり。

試料としては實験の結果を出來得る限り均一にする目的の爲め

に,ウ イレー(W{ley)の 粉埣機によつて α7～q9mm.程 度の細

末としたものを100。Cの 乾燥器申に3時 間以上乾燥恒量となし

たるものを用ひたり。

操作法としては普通この種の反鷹に使用せらるふが如き芝つロ

フラスコにより,これに夫麦冷却器及び温度計,擁 搾器をつけ水

浴上に加熱して行ふときは,試 料の比重輕き爲め擢搾によつて器

壁に附着するもの多く,爲 めに璽酸との接鯛均等を倣き從て同一

條件の定量の結果に於ても屡々不均一なる値を示し,不:適當なる

を認めだるを以て次の如き方法に依れり。印ち電氣恒濫器内に

振澱装置を装備して豫め室濫にて計量したる塵酸をiの 細a

(A)申 にて實験所要の温度より約10℃ 高く加濫し置きゴ別に乾

燥器もそれに附厩せる温度調節器により實験所要温度よわ約 鶏

℃ 高めに加熱し,こ れ等の準備終了をまつて速に所要の試料を

雨記細ロ壕(A)中 に投入し乾燥器内の振壷装置に装備す。反懸

壕中の温度は該塚に施すべき栓に附属したる温度計によりて測定
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第1表(そ の1)、

馨駿嶺 撃簾 饗肇 鑑農 舗 購 籔 量羅 辮 鋸 ル 霧垂楼肇獅
ω9・2VC(。Chr(縄 り9(8》9'(8り9㈲9{P,9(わ) 晶__

336180065063。7コ.80072.92000.31870.323617。69

34618006510:.c1.80443.0932030260.306316.97

3628006563.71,?98:2.917102383冒0237313.19

46280065103。52.01583.45560.26490265913.19

663.5800・6553.51s73;2.86830」7650.17101022

(そ σ)・2)!

馨謄 ン酪 鍛 ソト読 蔭ン鐸 義量羅 欝 琴 秦讐 器辮 黎繊維素鰻 簿講 難
(め(a)(の%(8)9(a)9(z)9(£)(ガ)(9)

3311.08、 ・15.8{58◎771.06021!ア1920.623・ 条58つ7536。i2668。57

349瓢90ユ6舶9863ユ61.0892,1β6720.634758驚2733・9964.2i

38.13ヱ8.7569。75LO827ユ.75:`70。658760.8037.5;70.9:

・4 .7。69】9,1871.387.073X.83;0.65676L1835.6E67.49

65。96209277.830.9661:1.656:0.6111639253(凱9069.78

総 す脚 くな助 ・恥 る灘 中に轍 器及び反離 内の膿 る趣 の割合鵬 創こ就てその最轍 果の大なる黙を求めたり

膿 灘 露 畿 灘 緯罐 響雛 一棚 皮…鰍定'・(響 撫
て乾燥 す。 これ慮 理後 のバガスな り, 一

乱

1。 簗酸濃慶の選定 先 づ使用す る塵酸 濃度の選 定 手段 として

第2表 の如 き比較試 験を行ひた り。

盧理せ るバガスに就 ては夫 々残留せ るペ ソ トザ ソの量 〈 フル フ

・ラル定量法,田 申・安藤i氏,化 學工業試験法,中,335)と 残留繊

維素 の量(Cross,Bergs.法)と を定量 した る結果a5」Vが 適當

なる事 を知 りた りポ'

,但 し参 考の爲 め2瓦1Nの 場合 を も併せ槍 討せ り。

∵ 註 圖表 中ペ ントザ ン及び繊維素等諸量の符號及び 算出方法次の

如 し。

・ ピ 舞榊 のペンげ ヨ7(の 一(P)/の

2ん 原榊 あ全繊 糠%8(8')認(C)×(8)/(の

3(8り=(e)x(β)1(め9(A)=(1)/()

4(1)=(P)/③10(2'}=(1'.)/(8'>

5(b)=(P)/(β ・)11(の 嵩(2')八ん)

6(P)=(i)『(δ り
,

II.虚 理温 麿の決定 著 者等 は第1の 實 瞼(盤 駿灘度 の選定)

に於て先 づ酸 の濃度 をa駈Vと 選定 し・この場 合に於 ける塵琿温

度,'試 料 と盛酸 の割合,慮 理時 間等を決定すべヌ,第Hの 實験

として試 料 と盤 駿 の罰 含を ユ:25と な し,庭理 時間 を5時 間 とし,

威 理濫度 の攣 化に よるペ ソ トザ ソの残 留率,残 留繊維素量 を求 め

た り。

ペ ソ トザ ソ淺 留率 を知 る爲には前同同様慮 理後 に於 け る残 留ペ

ン トザ ソを フロロゲルシ ヅ ド法 に よつて定量 し,繊 維素 も亦前同

同様定量 し庭理後 に於け る残留繊維素 を求めた り。

その結果 を圖示すれ ば第1圖 の如 く,こ れ に より庭 理濫度 の最

も適 當な るものは800Cな るを知 る◎

III.肇 酸 と鼠糾との割 合 第IIの 實験 の結果 よ りa5ぎ の

履酸を使用す る場合に於 て虞理温度は80。Cを 適當 とす る事:を知

り得#る が・顛酸 と試 料 との割合に於て用ふ可 き鰹酸溶液 を可及

的僅 少な らしむ るを要:すべ きを以 て,こ の黙 を求 めんが爲 に3.5N

濃度 に於 て・慮理 温度を8t。Cと な し,慮 理 時 間c時 間 に於け

一→ 温 度 ぐC)

(の(δ)(b')(2)(φ

5901701131596074浸

77810259c..69勤7

859683765薄668。3

932341866.066.9

炉94C2914t..625

979100563.f60.3

甚 だ し く繊 維 の損 傷 せ ら る Σ事 を知 る。

総 括

より明かな る如

く109の 試 料

に 封 し て 磨酸

25C～500cc豊p

ち試 料に甥 し約

25～5Q倍 の 窪

酸 を必要 とす る

こ とを知 り得 た

り。

IV㌧ 虚理時

間鍛 の決定1,

II,IIIの 實験

に於 て選定 した

る條件sちa5

2V;10g,250cc,
も

80。Cに於ける

最適庭理時間を

求めたる結果ほ

第3圖 の如し石

この實験の結

果によれば上の

條件に於ける庭

理時間は5時 問

を最も適當とし

6時間に至れば

以上の實験の結果より魍酸法に就て知り得たる事は次の如し。

(1)使 用する盤駿の濃度高き程大瞠に於て慮理時間を短縮す

る事を得。即ち擁駿縷変大となればペントザンの除去は容易とな

るべし。
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第is圖 盤酸 と試料 との割合 第3圖 庭理時 間敷の決定

一一→ ・ 時 ・ 聞(hr)

一→ 容 量(ce)

(《～)(b)(bつ ・(の(ワ)

((の(6)(わ つ(の ・(9)78.8945.663。07L5

9L64。02264.867484.86.93。963.E・684

93.53.11。764.767.388.05.83.263.766.3

93・73.0喜 ◆665.568・291.83・92・164・7673

91.74.02。264・567.193.73。0王.665.568.2

91.64.029琴62.865.4・ .95.42.41260・757・4

(2)塵 理温 度は使用盤酸 の濃度 の増大 に從て低下せ しめ程べ

し◎

(3)同 一濃 度の擁酸 を使用す る場合 には庭理温度 を高め る程

ベン トザン除去・は容易 な り◎

(4)盤 酸法 に於 ては藤 聾 度,慮 理時間・盤酸濃度 の増加は

ベ ン トザ ン除去率 を良好 とす る も,或 限界 あ りて これを越 ゆ る場

合は甚だ しく繊維素の損失 を招 くべ し。

3.5の 場 合に於 ては(4)に いふ限 界 とは献 料 に野 して約25

倍量 の盤酸 を用ひ,80。Cに 於て,5時 間庭理す る條件を最 適の も

のな りと認む。 一

これ に依 て原料 バガス中のペ ン トザ ンは凡そ93%を 除去せ ら

るSと な り,そ れ に封 し繊維素 は原料 パガス中の繊維素 を100

%と し約68%残 留 す る故 に,盤 酸慮理 に よる繊維素 の損失 は約

32%と 見 倣す事を得べ し◎尚 残 留せ るペ ン トザ ンは最早繊維素

を甚だしく害することなく,除去

する事は極めて困難にして,繊 維

素の減耗なくしてペンレザンの完

全除去は不可能に近きものと思考

せらる◎"

1N及 び2π 塵酸の場合

に封する考察

3.5Nに ょる實験の結果より推

論すれば盤酸濃度の低下は庭理時

間と虞理温度の増大を必要となす

事當然にして,3.51Vの 場合に於

ける最適條件郎ちこの場合の《ン

トザン除去状態及び繊維素残留状

態と同檬若しくはそれ以上の好結

果を得んとする場合には,當 然施

理温度に於ては80。C以 上∫庭理

時閥に於ては5時 間以上を必要と

なす事は明白なり。

試みに1Nの 場合に就き實験

せんとすれば慮理温度は當然、】00
0C以 上を必要となす。しかるに

かくの如き塵理温度は最早盤酸自

身の沸黙に近づく爲加墜下に行ふ

と同檬㊧結果となり,別報稀薄璽

酸の存在下に於ける加塵蒸煮によ

るペントザン除去と大差なき性質のものとなる,故 に寧ろ稀薄璽

綾の存在下に於ける加墜渋の結果を知る方・より賢明なるべし。

叉21Vの 場合に就てもほぼ同檬にして,参 考迄に振澱式にて實

験可能なる範園内に於て得たる結果を比較表示すれば第3表 の如

しo .

荷 本 研 究の二部 は曲 こ昭和12年 當 所の前 身たる當時の・i映研

究所工業部に於 て,力礪 工業部長指導の下に囑託田崎佐市斥に依 て

開始せ られた るも〃)にして,當 時に於ては・・が撒 維の糖依 依て

如 何 な る種 類の糖 を生ずべ きや等 を主 として 吸牧 スペ クトルの研

究 に依て研究せ られ,次 で その糖化手段 として或一定濃度の稀肇磁

に よるペ ンげ ン除去法に關す る試 験 研 究行 は練 るも ・,その後

人員その他 の都合上著者等寮本 研究 試 験 を引織 ぎたるものな りo

絡 始本 研 究 に封 し助言 を脇 りた る所長池田博≠並 びに賀験 に助

力せ られた る練脅生西田裕 彦氏 に感謝の意 を表す。

'
・ 第3表(そ の ユ)

實験〔ジ諾 盤 鰹 盤 麟 購 皇 義量羅 蝦 ℃;霊 パ 鑓 膿驚驚
番 號(

{)gNtc鳴 歴(Eりg(8)9《8)9㈹9{乃9・(r)

2710.2盆5080「65、5脚823.287α1331U.X24:&87

2810225080ユ05疹5・13ユ173.29400・10790。09625・31

(そ の2).・

馨駿費ン縛 ㍉デン耗 讃 懇 禦、蹴 騨 難彗 欝
273。7823.1085.94;・1ρ300コ.87270.668364.8835.6967.49

28_、2。9223.96、89.14:LO7961.96290.6720.622434・2464・75


